
平成27事業年度

決　算　報　告　書

国立大学法人　室蘭工業大学

自　平成27年4月 1日
至　平成28年3月31日



（単位：円）

 差額

 （決算－予算）

2,614,167,000 2,740,186,664 126,019,664 （注１）

31,580,000 77,688,800 46,108,800 （注２）

247,212,000 307,580,184 60,368,184 （注３）

22,000,000 22,000,000 0

1,957,172,000 1,939,431,073 △ 17,740,927

1,820,844,000 1,758,501,750 △ 62,342,250 （注４）

0 0 0

136,328,000 180,929,323 44,601,323 （注５）

384,455,000 414,870,915 30,415,915 （注６）

0 7,012,656 7,012,656 （注７）

0 0 0

262,473,000 276,229,445 13,756,445 （注８）

5,519,059,000 5,784,999,737 265,940,737

4,824,284,000 4,908,641,987 84,357,987

4,824,284,000 4,908,641,987 84,357,987 （注９）

53,580,000 99,688,800 46,108,800 （注10）

247,212,000 371,748,246 124,536,246 （注11）

384,455,000 317,209,742 △ 67,245,258 （注12）

0 0 0

9,528,000 9,527,582 △ 418

5,519,059,000 5,706,816,357 187,757,357

0 78,183,380 78,183,380

計

　貸付金

　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等

計

　補助金等

支出

　業務費

　　教育研究経費

　長期借入金償還金

収入－支出

　自己収入

　引当金取崩

　施設整備費補助金

　　授業料、入学金及び検定料収入

　目的積立金取崩

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等

　長期借入金収入

　　雑収入

国立大学法人　室蘭工業大学

　　財産処分収入

　補助金等収入

　施設整備費

　国立大学財務・経営センター施設費交付金

平成２７年度　決算報告書

収入

　運営費交付金

区分 予算額 決算額 備考



（注１）

（注２）

（注３）

（注４）

（注５）

（注６）

（注７）

（注８）

（注９）

（注10）

（注11）

（注12）

補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金の獲得に努めたため、予
算額に比して決算額が 60,368,184円 多額となっています。

引当金取崩については、PCB処理に係る環境対策引当金を取崩したことにより、予算額に比
して決算額が 7,012,656円 多額となっています。

目的積立金取崩については、予算段階では予定していなかった目的積立金の承認を受け、計
画した事業を実施したことにより、予算額に比して決算額が 13,756,445円 多額となってい
ます。

運営費交付金については、予算段階では予定していなかった特別運営費交付金による事業経
費等が交付されたことにより、予算額に比して決算額が 126,019,664円 多額となっていま
す。

施設整備費補助金については、予算段階では予定していなかった施設整備費補助金の獲得に
努めたため、予算額に比して決算額が 46,108,800円 多額となっています。

教育研究経費については、予算段階での見込みより退職手当支給者数が増加したこと、ま
た、教育研究環境の整備を行ったことから予算額に比して決算額が 84,357,987円 多額と
なっています。

○予算と決算の差異について

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった産学連
携等研究収入の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が 30,415,915円 多額となってい
ます。

授業料、入学金及び検定料収入については、授業料免除枠の拡大により、予算額に比して決
算額が 62,342,250円 少額となっています。

雑収入については、学生寄宿舎の光熱水料私用分を大学で徴収することとしたこと、また、
予算段階では予定していなかった研究成果有体物の提供収入等により、予算額に比して決算
額が44,601,323円 多額となっています。

（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が 46,108,800円 多額となっていま
す。

（注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が 124,536,246円 多額となっていま
す。

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、寄附金事業費の繰越額の増加により、
予算額に比して決算額が 67,245,258円 少額となっています。
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